
 

 

 

 

 

 

 

 

  

口の健康は全身の健康にかかわります。歯の健康を損なうと、食生活はもちろん、

顔の印象や発語も変化し、さらにはからだ全体にも悪影響を及ぼします。健やかに過

ごすためにはいつまでも健康な歯を保つことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病とは～あなたの歯は健康ですか？～ 

2 月の健康コラム 
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 歯周病は生活習慣病 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯周病と全身の病気との関係 

 

口は健康のもと 

歯周病 

影響について

報告されてい

るもの 

深い関連が 

指摘されてい

るもの 

潜在的な影響

が指摘されて

いるもの 

糖尿病 

喫煙 

睡眠時間 

食生活 

 

 
 

歯周病は、ギネスブックで「世界で最も一般に蔓延

している感染症」といわれています。 

歯を失う最大の原因のひとつである「歯周病」は本

人の自覚と正しい知識を身につけることで予防できる

生活習慣病です。少しでも症状があれば、すぐに歯科

を受診しましょう。 

 歯周病の主な症状 

①歯を磨くと歯ブラシに血が付く 

②歯肉が腫れている 

③口が臭い 

④歯がグラグラする 

⑤歯肉を押すと血がでる 

 
歯周病の進行 

 
①歯垢がたまり、歯肉に炎症が起きる。 

 

②歯と歯肉の間に溝ができ(歯周ポケット)、

歯石がたまり歯槽骨が溶けだす。 

③歯肉が化膿して、血や膿がでる。口臭や

歯のぐらつきがある。 

④歯槽骨が痩せてしまい、歯が抜け落ち

る。歯周病菌は歯ぐきを痩せさせ、あご

の骨まで溶かしていく。 

 

歯周病は、歯周病性細菌とその細菌が生産する毒

素などにより、全身のさまざまな病気に関わってい

ることが分かっています。 

 

肺炎 

腎炎 

心疾患 

脳血管疾患 

動脈硬化 

早産・ 

低体重児出産 

 

骨粗しょう症 

 

社会的・ 

心理的ストレス 

 

●心疾患(狭心症、心筋梗塞、心内膜炎)、脳血管疾患 

歯周病菌が心臓の血管や内膜、弁に影響する。 

また、動脈硬化を促進する原因となる。 

●糖尿病 

重度の歯周病があるとインスリン(血糖を下げるホル

モン)が作用しにくくなる。 

●肺炎 

気管や気管支で歯周病菌が炎症を引き起こす。 

●低体重児出産 

歯周病菌の炎症物質が胎盤に影響を与える。 歯周ポケット 4ｍｍ以上で歯周病 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病予防の基本はやはり毎日の歯磨きです。効果的なケアを再確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●定期的にプロのケアを受けよう 

歯科では、セルフケアで落としきれなかった汚れや歯石（プラークが固まったもの）を専用の

器具で除去してくれます。また、正しい歯磨きの方法はもちろん、歯並びに合わせた磨き方や歯

ブラシの選び方など、その人に合ったセルフケアの方法を指導してくれます。かかりつけの歯科

医をもち、定期的にプロフェッショナルケアを受け健康な歯を保ちましょう。 
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タバコを吸う 

たばこに含まれるニコチンなどの有害
物質の作用により歯肉の血流量が減少す
るため、免疫機能が低下し歯周病菌が増
殖しやすくなる。唾液の分泌が減り、洗
浄作用が低下し歯周病が進行する。 

歯磨きをしないで寝る 

悪くなってからでないと

歯科に行かない 

疲労やストレスが

溜まっている 

上下の歯をギリギリと強い力でこすり
合わせると、あたる歯が次第にグラグラ
してくることがある。歯周組織も刺激を
うけるので、歯ぐきに炎症が起こりやす
くなる。 

寝る前に歯磨きをしないと、口の中の歯
周病菌が多い状態のまま就寝することに。 
眠っている間は唾液の分泌量が少なくなる
ため、口の中の歯周病菌はさらに増殖す
る。 

 口で呼吸すると唾液が分泌されてもす
ぐに口の中が乾燥するため、唾液量の少
ない状態が続く。唾液による殺菌・自浄
作用が不十分になり、歯周病菌が繁殖し
やすくなる。 

歯肉炎の段階であれば正しい歯磨きによ
り健康な状態に戻すことができる。また、
日ごろから歯科にかかる習慣があれば、早
い段階で異常を発見し、治療する事ができ
る。 

 疲労やストレスが溜まっていると自律
神経のバランスが乱れ、免疫力が低下
し、歯周病を発症しやすくなる。また、
歯周病にかかった場合に治りにくいと言
われている。 

口呼吸をしている 

歯ぎしりをする 

歯周病の原因（このような生活習慣の人は注意！） 

歯周病予防のために、毎日のケアとプロフェッショナルケアを！ 

●歯ブラシは鉛筆をもつ

ように軽く握る 

●ブラシの毛先と歯ぐきの間に 

45 度の角度で当たるように 

小刻みに 

動かす！！ 

●磨き残しがないように、ルートを

決める 

●デンタルグッズも活用しましょう 


